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区役所窓口に、会話内容をリアルタイムで翻訳できる 

多言語機能を備えた透明ディスプレイを設置しました 

区における多言語対応のニーズが高い状況を踏まえ、会話内容をリアルタイムで翻訳でき

る透明ディスプレイを区役所窓口に設置しました。相手の表情を見ながら自然な対面コミュ

ニケーションが可能で、約 120 言語に対応しています。今後、観光部門等とも連携・調整し、

積極的に活用していきます。 

 

設置開始 令和７年２月 17 日（月曜） 

設置場所 (１)港区役所１階 総合案内 (２)港区役所３階 国際化・文化芸術担当窓口 

概 要 

対応言語 約 120 言語 

翻訳する言語を設定した上でマイクに話しかけると、対面の相手側に、 

リアルタイムで翻訳されたテキストが表示されます。 

●多言語対応三者通話サービスの拡充（令和６年５月から） 

スマートフォン等を利用した利用者・多言語通訳コールセンター・区の三者間通話が可能と 

なりました。サービス拡充後、拡充前と比較して利用実績は約 16 倍に増加しました。 

●多文化キッズコーディネーターの配置（令和６年 10月から） 

日本語を母語としない子どもや保護者等へ包括的な支援を行うため、港区と一般財団法人 

港区国際交流協会に「多文化キッズコーディネーター」を配置しています。 

 

港区では、多文化共生社会に向けた様々な取組を進めています！ 令和６年度の取組事例 

●みなと日本語ふれあいスペース～ことばの宝箱～（令和７年１月から） 

日本語を母語としない子どもを対象とした、日本語学習支援と交流の場づくりを行っています。 

 


